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Abstract
The 40 years history of Japanese cosmetic and Japanese Cosmetic Science Society was summarized. There were some 

problems in safety of cosmetics so that 11 scientists in closely related areas of cosmetic founded the society. The cosmetics 
were improved in both safety and efficacy through progress of biology, evaluation methods and so on in 40 years. However, 
the hurdles of safety and efficacy become higher and higher, it is hard to clear them. Our mission is further progress in cos-
metic science through discussion about the direction of cosmetic as well as new researches.
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第 40回日本香粧品学会の開催に当たり，これまでの
学会の歩みを振り返り，香粧品の未来を築く新たなス
テージを模索することを目的にメインテーマを「温故知
新―香粧品の未来を語ろう」とさせていただいた。大き
な目的は，10年後を意識する研究者，次世代の研究者
が，各自の研究のみでなく，香粧品の未来を考えること
である。

1.　香粧品と日本香粧品学会の歴史

日本香粧品学会（旧：日本香粧品科学会）は 1976年に
化粧品業界，皮膚科医，基礎分野の 11名の発起人によ
り設立された1）。当時は化粧品による皮膚障害が社会問
題となっており，その原因究明や対策のためには，多分
野の協力が欠かせないということだったと聞いている。
パッチテストによる原因物質の究明，原料中の不純物の
除去など，安全対策が当初の大きな研究目標となってい
る。
その後，皮膚の生理学が分子生物学的視点により著し
く進展し，また，皮膚計測などの客観的評価方法が開発
され，機能性化粧品の開発を裏づけるさまざまな土台が
出来上がる時代となった。その結果，新たな効能・効果
が求められるようになったが，評価方法が適切かどうか
が薬用化粧品申請の重要な因子となった。そこで，各社
が個々に評価方法を考えるのではなく，学会として評価
方法の標準化を図る，機能性評価ガイドラインの作成2）

が行われた。そして，「光老化を防ぐ」はコンセンサス

が得られていないということで見送られてしまったが，
平成 23年には，化粧品の規制緩和後初めての新規効能
効果，「（56）乾燥による小ジワを目立たなくする」を獲
得するに至った。
香粧品の進歩は，本学会とともにあったといっても過
言ではない。特に，設立当初から運営に携わった先生
方，また，機能性に関して，香粧品の新たな発展に寄与
された先生方の香粧品に対する思いをさまざまな角度か
らお書きいただいた原稿が日本香粧品学会誌に寄稿とし
て連載されている。発起人の松本光雄先生3），設立当時
からの運営委員の黒岩幸雄先生4），能崎章輔先生5），岡
本暉公彦先生6），機能性評価など，香粧品の発展に尽く
された，前理事長の原田昭太郎先生7），田上八朗先生8），
尾澤達也先生9）の香粧品や学会に対する思いが語られて
いる。40周年記念誌にも再掲載されている10）が，この
欄をぜひ熟読いただきたい。私自身は第 5回大会から裏
方として参加しており，先生方のご活躍はずっと拝見し
てきた。しかし，当時は自分の研究が重要であり，ま
た，視野も狭かったので，今回の寄稿を拝読し，先生方
のやられていることの意味が理解できていなかったと痛
感した。リアルタイムで各先生のご活躍をご覧になって
いた方々は，振り返りと総括として，若い研究者の方々
には，歴史という背景を知り，さらなる発展の土台とし
ていただきたい。
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